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 週１日以上の運動・スポーツ実施率は52.5％で、男女ともに30代～50代の働く世代で低い傾向
 週１日以上の運動・スポーツ実施希望率は、66.6％と実施率との乖離がみられ、特に20代～40代女性で大きく乖離

年代別のスポーツ実施希望率とスポーツ実施率

国民の運動・スポーツの実施状況
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＜国民の週１回以上の運動・スポーツ実施率＞

第３期スポーツ基本計画の目標
成人の週1日以上のスポーツ実施率:   70%

都道府県別の
運動・スポーツ実施率



運動・スポーツによって得られる効果・価値

運動・スポーツによる
身体面・メンタル面の効果
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脳の活性化（記憶力・集中力・創造性等）

身体機能の維持・向上（筋力・心肺機能等）

睡眠の質の向上

生活習慣病・循環器系疾患の予防

更年期症状の改善・骨粗しょう症の予防

転倒の防止

月経随伴症状の改善

認知症・フレイルの予防

ストレス・不安・うつ症状の予防・軽減

自身・自尊心・自己効力感の向上

楽しさや幸福感

企業にとっては…

＜参考＞運動による医療費抑制効果

筑波大学久野研究室、㈱つくばウエルネスリサーチ、新潟県見附市 2011

■対照群 282人

平均年齢70.2歳

◆実施群 94人
平均年齢70.1歳
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従業員の健康増進・メンタルヘルス改善

従業員の腰痛や転倒事故の減少

労働生産性の向上

企業イメージの向上

ｱﾌﾞｾﾝﾃｨｰｽﾞﾑやﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｨｰｽﾞﾑの改善



 勤務先での「運動・スポーツを活用した取組」の有無で、従業員のスポーツ実施率、充実感・幸福感
には大きな差がある。

勤務先における取組の有無別スポーツ実施率（週1日以上）とWell-being

企業における従業員に対する運動・スポーツ推進の取組状況とその効果
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クラブ・サークル活動の実施
スポーツジムの法人契約・優待利用や実施にかかる費用の補助等

運動・スポーツ関係のイベントやプログラムの実施等の環境の整備等
運動・スポーツを推進する部門や担当を設置する等の人的環境整備

運動・スポーツ活動等の目標を達成した人への賞品提供等
参加を促すスポーツ用品やアイテム等の提供

スポーツチームや選手等を活用した事業活動、広告宣伝等
運動・スポーツ実施に関わる怪我や事故の補償等

その他

＜企業における従業員の運動・スポーツ実施促進のための取組状況＞



Sport in Lifeの理念とコンソーシアム

・「Sport in Life」の趣旨に賛同して
いること。

・スポーツ実施率の向上に向けた取組
宣言をすること。

コンソーシアム加盟要件

民間企業

地方自治体

スポーツ関連
企業・団体

学校・教育団体

医療福祉団体

経済団体

サービス・商品提供
連携

連携

連携

連携

連携
連携

（相互連携のイメージ）
取組み方が分からない
他企業の例を知りたい

サービス提供先を広げたい
他の団体と連携したい

Sport in Lifeコンソーシアム

地域住民のスポーツ
実施率を高めたい

産業界としてスポーツ
の振興を図りたい

〇 「Sport in Life」（スポーツが生涯を通じて生活の一部となることで人生や社会が豊かになるというもの）の理念に賛同する民間企業、
地方自治体、スポーツ団体、 経済団体等で構成するコンソーシアムを設置 （加盟団体は4,610（2025年３月６日時点））

〇 イベント等を通じてメンバー間の情報共有・相互連携・ビジネスマッチングを促し、シナジー効果を創出
〇 加盟団体の取組を表彰する「Sport in Lifeアワード」を創設
〇 スポーツ参加人口拡大に向けた取組モデル創出事業を実施
〇 従業員に対しスポーツを通じた健康増進の取組を行っている企業を、「スポーツエールカンパニー」として認定（1,498団体）
〇 スポーツ実施率の向上に向けた総合研究事業を実施

コンソーシアム加盟を募集してます！

Sport in Life
コンソーシアム

URL

団体種別の割合



スポーツエール・カンパニー
○ 「働き盛り世代」のスポーツ参加促進を目的として、従業員の健康増進のためにスポーツの実施
に向けた積極的な取組を行っている企業を「スポーツエールカンパニー」として認定。

スポーツエールカンパニー認定要件

＜民間企業の業種別認定数＞ ＜従業員規模別認定数＞

ランク別認定及び ＋（プラス）認定

●ロゴ、認定証のランク付けを行い、企業内における
継続的なスポーツ活動の促進につなげる。

５～６回：ブロンズ
７～９回：シルバー
10回以上：ゴールド

認定企業のインセンティブ

●スポーツ庁のホームページ等で企業名を公表し、
メディアやSNSで積極的に認定企業情報を提供。

●ハローワークの求人票等にロゴマーク使用可能。

（注）民間求人サイトでも、スポーツエールカンパニー認定企業のPR事
例あり。
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シルバー認定（イ）
ブロンズ認定（ア）
通常認定

注：（ア）認定回数5回～6回：Bronze（ブロンズ）（イ）認定回数7回～9回：Silver（シルバー）

＜スポーツエールカンパニー認定数＞

（1）取組の対象が特定の従業員にとどまらず、企業、
事業所等全体で推進している取組であること

（2）経営者等の理解を得て、企業、事業所等内部の取
組が明確化されていること

（3）取組が企業、事業所等内部において周知されてお
り、取組実績があること

（4）実施内容、導入手順、運用方法等の公表が可能で
あること

（5）労働関係法令等が遵守されていること。
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